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「
真
の
近
現
代
史
観
」
最
優
秀

賞

ー
日
本
人
の
国
民
性
が
外

交
・
国
防
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ

い
て
ー
ケ
ン
ト
・
ギ
ル
バ
ー
ド

・
・
抜
粋

「
国
際
社
会
」
と
い
う
と
聞
こ

え
は
心
地
良
い
が
、
近
隣
諸
国

の
韓
国
や
中
国
を
見
て
も
要
す

る
に
、
野
蛮
で
身
勝
手
で
自
己

中
心
的
な
連
中
の
集
ま
り
で
あ

る
。
彼
ら
は
空
気
を
読
ま
な
い

し
、
自
分
た
ち
の
流
儀
を
貫
く
。

日
本
人
は
卑
怯
な
こ
と
が
大

嫌
い
だ
が
、
ス
パ
イ
、
謀
略
、

賄
賂
、
色
仕
掛
け
、
裏
切
り
、

脅
迫
な
ど
、
卑
怯
な
こ
と
が
当

た
り
前
に
行
わ
れ
る
の
が
国
際

社
会
の
実
態
で
あ
る
。

ま
た
日
本
人
は
、
他
人
に
受

け
た
恩
は
い
ず
れ
返
す
べ
き
も

の
だ
と
考
え
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
一
度
「
恩
」
を
受

け
る
と
、
も
っ
と
欲
し
い
と
ね

だ
る
人
間
が
世
界
の
多
数
派
で

あ
る
。

要
す
る
に
、
恩
は
仇
で
返
さ
れ
、

正
直
者
は
馬
鹿
を
見
る
の
が
、

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

国
際
化
な
の
で
あ
る
。

儒
教
思
想
の
中
国
人
や
韓
国

人
に
と
っ
て
、
謝
罪
と
は
「
罪
」

を
認
め
る
行
為
で
あ
り
、
謝
罪

し
た
人
間
は
「
罪
人
」
で
あ
る
。

日
本
人
が
、
そ
の
場
を
丸
く
収

め
る
つ
も
り
で
安
易
に
謝
罪
す

れ
ば
、
無
実
で
あ
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
罪
人
と
し
て
の
地
位
が

確
定
す
る
。

謝
罪
に
よ
り
中
国
人
・
韓
国
人

の
未
熟
な
国
民
感
情
は
燃
え
上

が
り
、
火
に
油
を
注
ぐ
こ
と
に

な
る
。
そ
の
積
み
重
ね
の
結
果

が
、
現
在
の
日
中
・
日
韓
関
係

な
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
日
本
人
は
歴
史

上
の
真
実
に
絶
対
性
を
求
め
て

い
る
が
、
中
国
人
や
韓
国
人
は

主
張
が
歴
史
上
の
真
実
か
ど
う

か
な
ど
、
最
初
か
ら
気
に
し
て

い
な
い
。

新
し
い
王
朝
の
正
当
性
を
訴
え

る
た
め
で
あ
れ
ば
、
前
の
王
朝

を
否
定
す
る
主
張
は
、
全
て
が

嘘
で
あ
っ
て
も
構
わ
な
い
。

そ
れ
が
中
国
人
の
思
考
回
路
で

あ
る
。
朝
鮮
半
島
は
属
国
だ
か

ら
、
大
陸
の
新
王
朝
の
嘘
に
付

き
従
う
し
か
な
い
。

だ
か
ら
中
国
人
と
韓
国
人
は
、

自
分
た
ち
の
都
合
に
合
わ
せ
て
、

そ
の
場
し
の
ぎ
の
嘘
を
吐
く
こ

と
に
罪
悪
感
が
な
い
。
嘘
が
バ

レ
て
も
動
じ
な
い
し
、
嘘
を
嘘

で
塗
り
固
め
よ
う
と
努
力
す
る
。

正
直
者
の
日
本
人
に
は
想
像
す

ら
で
き
な
い
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
だ

が
、
彼
ら
が
「
歴
史
認
識
」
の

言
葉
を
使
う
と
き
、
日
本
に
も

自
分
た
ち
と
同
じ
事
を
や
れ
と

求
め
て
い
る
の
だ
。

・
・
そ
れ
で
稚
拙
な
ア
ベ
政
権

は
10
億
円
の
振
り
込
め
詐
欺
に

会
う
の
で
す
。

騙
さ
れ
た
者

が
悪
い
の
が

世
界
で
す
。
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「
君
主
論
」

よ
り
、
「
隣
国
を
援
助
す
る
国

は
滅
び
る
。
」

「
次
の
二
つ
の
こ
と
は
、
絶
対

に
軽
視
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
一
は
、
忍
耐
と
寛
容
を
も
っ

て
す
れ
ば
、
人
間
の
敵
意
と
い

え
ど
も
溶
解
で
き
る
な
ど
と
、

思
っ
て
は
な
ら
な
い
。

第
二
は
、
報
酬
や
援
助
を
与
え

れ
ば
、
敵
対
関
係
す
ら
も
好
転

さ
せ
う
る
と
、
思
っ
て
は
い
け

な
い
。
」

間
違
う
こ
と
の
な
い
一
般
的
法

則
が
導
き
出
さ
れ
ま
す
。
そ
れ

は
、
他
人
を
強
力
に
す
る
原
因

と
な
る
者
は
没
落
す
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

ロ
シ
ア
・
中
国
・
韓
国
の
政
権

に
援
助
は
し
て
は
な
ら
な
い
。

ア
メ
リ
カ
国
民
の
自
己
破
産

の
6
割
が
医
療
費
が
原
因
で
す
。

そ
の
破
産
し
た
者
の
8
割
が
、

医
療
保
険
に
入
っ
て
い
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
高
額
な
医
療

費
と
、
質
の
悪
い
保
険
の
た
め
、

経
済
的
に
病
気
や
怪
我
に
苦
し

め
ら
れ
る
ア
メ
リ
カ
人
が
多
い
。

日
本
は
本
年
29
年
１
月
か
ら
、

医
療
費
控
除
特
例
に
新
た
に
、

自
主
服
薬
の
推
進
で
認
め
ら
れ

控
除
の
対
象
に
な
り
ま
し
た
。

併
用
は
不
可
。
領
収
書
要
で
す
。

政
府
の
説
明
で
は
表
向
き
医

療
費
抑
制
の
た
め
、
市
販
薬
の

購
入
を
奨
励
す
る
と
の
こ
と
で

す
が
、
製
薬
会
社
の
政
治
献
金

は
莫
大
で
、
ト
ラ
ン
プ
は
オ
バ

マ
ケ
ア
の
利
権
と
医
療
制
度
を

看
過
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

わ
が
国
で
の
医
療
の
製
薬
会

社
の
画
策
で
、
許
認
可
の
厚
生

労
働
省
は
、
文
科
省
に
も
劣
ら

ず
天
下
り
斡
旋
と
政
権
の
献
金

構
造
が
利
権
で
担
保
さ
れ
て
い

ま
す
。

「
献
金
」
の
力
が
大
き
い
の
で

す
。
来
年
は
確
実
に
少
額
還
付

申
告
書
が
増
加
し
、
財
務
省
も

新
た
な
画
策
を
し
て
い
ま
す
。


